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第
四
地
区
住
民
協
議
会
は
、２
０
１
２

年
３
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
防
災
、
交
通
・

防
犯
、
福
祉
、
体
育
・
健
康
、
文
化
、
教
育
、

環
境
、
総
務
の
８
部
会
で
構
成
し
て
い
ま

す
。
会
長
の
藤
田
隆
さ
ん
は
「
住
民
協
議

会
を
運
営
す
る
上
で
、
教
育
面
で
の
繋
が

り
を
柱
に
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
世
代
と
の

交
流
が
期
待
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。
例
え

ば
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
に
第
四
公
民

館
で
３
M
「
マ
ン
デ
ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
民
協
議

会
の
役
員
や
自
治
会
長
、
行
政
職
員
な
ど

で
地
域
の
声
を
拾
い
、
情
報
交
換
や
相
談

事
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
探
し
の

た
め
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

第
四
地
区
は
松
阪
駅
か
ら
東
に
広
が
り
、

松
阪
港
ま
で
至
る
約
４
５
０
０
世
帯
、
約

１
１
０
０
０
人
が
暮
ら
す
エ
リ
ア
で
す
。
旧

来
か
ら
の
住
宅
地
と
新
興
住
宅
地
、ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
立
ち
並
び
、
商

工
業
か
ら
農
業
ま
で
様
々
な
分
野
の
業

種
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多

種
多
様
な
集
ま
り
の
た
め
、
地
域
交
流
に

お
い
て
困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
協
働

し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
児
童
や
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

第四地区住民協議会
各地域の住民協議会の活動をシリーズで紹介しています。

地区芸能大会

公民館のシンボル
（絵本の取り組み）

夏祭り納涼大会

各種行事の参加により世代を超えた交流が生まれます。お互い顔を合わせ、楽

しむことにより、災害時等の有事にみんなで力を合わせるきっかけとなります。

地区体育祭

第四地区住民協議会
藤田 隆 会長

住民協議会事務局（第四公民館内）

も っ と

知 っ て ♯2

第四公民館にて毎月開催
「ひよっこひろば」

未就園児の保護者の悩みの声を反映し、発

足した交流会です。地域ぐるみで子どもを育

てようと、地域のボランティアと共に教育部

会が様 な々支援メニューで開催しています。

当初は年に数回の開催でしたが、保護者の

ニーズが高く、現在は毎月開催しています。


